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Ⅰ.  会社概要 
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社名 バンドー化学株式会社（証券コード：5195） 

本社所在地 兵庫県神戸市中央区港島南町4-6-6 

代表者 代表取締役社長 吉井 満隆 

設立 1906年４月（明治39年４月） 

資本金 10,951百万円（2015年9月30日現在） 

■ 会社基本情報 

●オートテンショナ ●自動車用補機駆動ベルト 

自動車分野 

産業機械分野 

農業用機械分野 

ベルト事業 搬送分野 

エラストマー製品事業 

●精密機能部品製品 

（左：クリーニングブレード 右：高機能ローラ） 

●機能フイルム製品 
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日本 

アジア 

中国 

欧米 

アジア・中国 

欧米 日本 

■ 事業構成 (所在地別・製品別売上高) 

自動車 
部品 

自動車 
部品 

自動車 
部品 

産業資材 
産業資材 

産業資材 

高機能 
エラストマー 

製品 高機能 
エラストマー 

製品 

高機能 
エラストマー 

製品 

海外売上高比率：48.8% 

 世界でのベルト事業(自動車部品・産業資材)の占める割合は81.8%。 

所在地別売上高構成比率 
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Ⅱ.  2016年3月期 第2四半期 決算概要 
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■ 2016年3月期 第2四半期 決算ハイライト 
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2014/9 2015/9 

実績 実績 前年同期比 事前予想 事前予想比 

売 上 高 46,919 48,152 +1,232 50,000 △1,847 

営 業 利 益 2,073 2,919 +845 2,900 +19 

経 常 利 益 2,556 3,491 +935 3,500 △8 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
1,922 2,592 +670 2,200 +392 

（百万円） 

※事前予想：2015年5月15日公表の連結業績予想。 

営 業 利 益 率 4.4％ 6.1％ +1.6％ 5.8％ +0.3％ 

 前年同期比では増収増益。業績予想に対しては、売上高は未達となるも、営業利

益は予想通りの結果になった。 



■ 2016年3月期 第2四半期 決算ハイライト 

 自動車部品事業は、中国、アジアおよび日本の生産台数の低迷により、前年同

期比で、販売が減少した。スクーター用変速ベルトを手掛けるベトナム、インドに

おいては、販売が大きく伸長し、インドにおける生産が本格的に開始した。 

 産業資材事業は、一般産業用伝動ベルト製品が、米国、アジアの堅調な設備需

要と中国の農業機械購入補助金の再開により、前年同期比で販売が増加した。 

 エラストマー製品事業は、機能フイルム製品の販売が減少するも、OA機器メー

カー向け精密ベルトや高機能ローラ、樹脂製品が好調に推移し、前年同期比で

販売が増加した。 

 各地生産拠点の原価低減活動の徹底や海外生産拠点の増強が軌道に乗ってき

たことなどにより、前年同期比で、営業利益が増加した。 

7 



■ 四半期推移（売上高/営業利益） 
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営業利益 
（百万円） 

新中計（BF-1） 

990 
1,083 

1,329 
1,395 

1,293 

1,626 

23,175 
23,744 

24,506 
23,970 24,165 23,987 
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：売上高 

：営業利益 



■ 2016年3月期 第2四半期 事業セグメント別業績 
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2014/9 2015/9 

実績 実績 
前年同期比 

増減額 
業績予想値 

業績予想値 

差額 

売 上 高 46,919 48,152 +1,232 50,000 △1,847 

ベ ル ト 事 業 38,704 39,419 +715 

エラストマー製品事業 7,716 7,861 +144 

そ の 他 980 1,335 +354 

セグメント間消去 △482 △463 +18 

営 業 利 益 2,073 2,919 +845 2,900 +19 

ベ ル ト 事 業 1,740 2,657 +917 

エラストマー製品事業 61 330 +268 

そ の 他 126 157 +31 

調 整 額 145 △225 △371 

（百万円） 



■ (参考)2016年3月期 第2四半期 変更後事業セグメント別業績 
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売上高 営業利益 

自 動 車 部 品 事 業 21,593 1,551 

産 業 資 材 事 業 17,852 1,106 

高 機 能 エ ラ ス ト マ ー 製 品 事 業 7,861 330 

そ の 他 1,335 157 

セ グ メ ン ト 間 消 去 △490 △225 

合 計 48,152 2,919 

（百万円） 

当第1四半期連結会計期間より、上記区分に変更しておりますが、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替え

ることが実務上困難であることから、変更前の前年同期の数値と比較しております。 



■ ベルト事業 売上高推移 
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(注)上記売上高はセグメント間取引消去後。 

（億円） 
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売上高：+715百万円 前年同期比：+1.8％ 
 産業資材事業の売上が伸長し、前年同期比で増加。 

（億円） （億円） 

+17.2% +0.4% △5.1% 
△1.3% △5.1% +16.9% △0.8% +2.6% +7.6% 

自動車部品事業 産業資材事業(一般産業用伝動ベルト) 産業資材事業(運搬ベルト) 



■ 自動車部品事業 概要 
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0

50

100

150

200

250

14/9 15/9

欧米他 

中国 

アジア 

日本 

 米国と欧州における生産台数は引き続き好調に推移。
トルコは補修、OEMとも販売増加。 

所在地別売上高 

(億円) 

(注)所在地別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

欧米他 

(+13.8％) 

中国 

(△9.8％) 

 新車販売の不振による主要顧客の減産の影響により販
売が減少。 

アジア 

(△7.9 ％) 

 韓国にて当社部品搭載車種の販売が減少。 

 二輪車用伝動ベルトは、インドやベトナムでスクーター用
変速ベルト等の販売が増加。 

日本 

(△6.1％) 

 軽自動車税の引き上げ前の駆け込み需要の反動など
により低迷。ベルト非装着車種の増加の影響から販売
が減少。 

215億円 

製品別売上高 

0

50

100

150

200

250

14/9 15/9

その他 

伝動システム

製品(補機駆

動用) 

伝動ベルト(補

機駆動用) 

215億円 227億円 

  伝動ベルト 

   自動車用ベルトの販売が減少するも、二輪車用 

   ベルト等の伸長により前年同期比横ばい。 

 伝動システム製品 

   主要顧客のモデルチェンジおよび中国市場における 

   減産の影響等により販売が減少。 

自動車 

部品 

(△5.1％) 

(億円) 

(注)製品別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

227億円 



■ 産業資材事業 概要（一般産業用伝動ベルト製品） 
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0

30
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90

14/9 15/9

欧米他 

中国 

アジア 

日本 

 景気が堅調に推移する米国においては、産業機械
用ゴムベルトの販売が増加。 

所在地別売上高 

(億円) 

(注)所在地別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

欧米他 

(+19.2％) 

中国 

(+52.5％) 

 農業機械用伝動ベルトの販売増加。農機メーカー
への補助金復活および市場開拓に注力したことな
どが奏功。 

アジア 

(+48.3％) 

 アセアン諸国においては、産業機械用伝動ベルト
および農業機械用伝動ベルトの市場開拓に注力し
たことなどにより販売が増加。 

日本 

(△0.9％) 

 代理店の在庫調整などもあり、ほぼ横ばいに推
移。 

82億円 

製品別売上高 

0

30

60

90

14/9 15/9

その他 

一般産業用伝

動ベルト 

(億円) 

 産業機械用伝動ベルトはアセアン諸国および米国に
おいて市場開拓に注力したことなどにより、販売が増
加。 

 農業機械用伝動ベルトは、中国およびアセアン諸国
においての市場開拓に注力したことなどにより、販売
が増加。 

一般産業用 

伝動ベルト 

製品 

(+16.9％) 

(注)製品別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

70億円 

82億円 70億円 



■ 産業資材事業 概要（運搬ベルト） 
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海外 

日本 

所在地別売上高 

(億円) 

(注)所在地別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

海外 

(△32.5％) 

 中国やアセアン諸国において、コンベヤベルトおよ
び軽搬送ベルトの販売が減少。 

日本 

(+9.5％) 

 急傾斜搬送用コンベヤベルトの販売が増加。 

 軽搬送ベルトの販売が増加。 

95億円 

製品別売上高 

0

30

60

90

14/9 15/9

工業用品他 

軽搬送ベルト 

コンベヤベルト 

88億円 (億円) 

 資源開発用コンベヤベルトの輸出は減少したが、
国内の急傾斜搬送用コンベヤベルトの販売が増
加。 

 軽搬送ベルトは、物流・食品分野への拡販に継続
して注力したことから販売が増加。 

運搬ベルト
(+7.6％) 

(注)製品別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

95億円 

88億円 



■ 高機能エラストマー製品事業 概要 
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(注)製品別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

精密機能部品 製品別売上高 

0

20

40

60

14/9 15/9

その他 

精密ベルト 

ブレード・高機

能ローラ 

54億円 (億円) 

 精密機能部品においては、OA機器などで
使用される精密ベルト、高機能ローラや樹
脂製品などの販売が増加。 

精密機能 

部品 

(+3.4％) 

56億円 

(注)製品別売上高はセグメント間取引消去後。括弧の数値は前年同期比増減率。 

機能フイルム 製品別売上高 

0

10

20

14/9 15/9

その他 

医療関連 

工業資材 

装飾表示 

建築資材 

22億円 

(億円) 

 機能フイルム製品においては、市況などの
回復が遅く、横ばいで推移。 

機能 

フイルム 

(△1.7％) 

22億円 



16 16 

■ キャッシュフローの推移 

2,472 

3,987 

3,358 

4,702 
5,028 

△ 2,602
△ 2,435

△ 1,600

△ 2,330 △ 2,444

△ 130

1,552
1,758

2,372
2,583

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

14/3上期 14/3下期 15/3上期 15/3下期 16/3上期

営業活動

投資活動

フリーCF

百万円
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■ 連結貸借対照表 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

固定資産 455

その他資産 17

棚卸資産 118

売上債権 193

現金及び預金 161

純資産 567

その他負債 234

有利子負債 144

固定資産 435

その他資産 15

棚卸資産 107

売上債権 186

現金及び預金 170

純資産 569

その他負債 207

有利子負債 138

946億円 914億円

※期末日レート

USD:15/3期末 120.15円

→15/9期末 119.92円

＜純資産＞
利益剰余金の増加（+21.2億
円）、為替換算調整勘定の
減少（△16.5億円）、有価証
券評価差額金の減少（△4.0
億円）等により、前期比1.2億
円増加した。

＜負債＞
前期末に引き続き、現預金
の増加（+8.8億円）および有
利子負債の減少（△6.2億
円）により、現預金＞有利子
負債となった。また、仕入債
務等が減少し、その他負債
が27.1億円減少した。

＜資産＞
流動資産において、売上債
権および棚卸資産が17.7億
円減少し、固定資産におい
ても、20億円減少したこと等
により、資産が32.1億円減少
した。

‘15/3 ‘15/9 

17 
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■ 財務指標 
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59.4 

61.7 

自己資本比率 ※過去最高 

0
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37.9 36.8 
32.3 

25.7 24.6 

D/Eレシオ 
※過去最良 

△ 50 

0

50

12/3 13/3 14/3 15/3 15/9

△ 34.8 △ 32.5 △ 25.6 
17.1 

32.2 

純有利子負債 

％ 

％ 

％ 

億円 
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Ⅲ.  2016年3月期 業績予想 

19 



■ 2016年3月期 業績予想 
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2014/3 2015/3 2016/3 予想 

実績 実績 前年同期比 

売 上 高 93,434 95,395 95,000 △395 △0.4% 

営 業 利 益 5,517 4,797 5,800 1,002 +20.9% 

経 常 利 益 6,103 5,730 6,800 1,069 +18.7% 

親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 

4,280 3,758 4,500 741 +19.7% 

（百万円、％） 

 当第２四半期連結累計期間の業績と中国をはじめアジア全般の成長鈍化による先行き不透明感を踏まえ、売上高の通期業績予想を修正いたし
ます。 販売面 

 売上高は減少見込となりますが、上期での原価低減活動の徹底や海外生産拠点の増強を引き続き推進し、利益改善を図ります。 利益面 

 想定レート・・・1USD＝120円、1EUR＝130円、1人民元＝20円 為替 
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■ 設備投資額と減価償却費、研究開発費の推移 
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■ 株主配当の推移 
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4.0 5.0 5.0 
3.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 6.0 

6.0 5.0 

2.0 

3.0 

4.0 4.0 4.0 

5.0 5.0 

6.0 

'07/3 '08/3 '09/3 '10/3 '11/3 '12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 

(予想) 

配当 
性向 

25.4% 19.0% － 48.7% 23.7% 53.9% 30.2% 22.0% 25.0% 25.1% 

リーマンショック 


